
　
天
候
に
恵
ま
れ
、
当
天
満
別
院
の
報
恩
講
が
、
皆
さ
ん
の
お
陰
さ
ま
で
円

成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
参
拝
並
び
に
御
懇
志
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
10
月
26
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
当
院
職
員
と
共
に
難
波
別
院
の
報
恩
講
に

参
詣
い
た
し
ま
し
た
。
境
内
に
は
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
参
拝
に
訪
れ
た
御
門

徒
さ
ん
が
お
斎
接
待
を
受
け
て
お
ら
れ
、
一
気
に
報
恩
講
の
モ
ー
ド
の
高
ぶ

り
を
感
じ
つ
つ
、
本
堂
に
入
り
御
本
尊
に
合
掌
礼
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
報
恩
講
に
お
い
て
、
お
浄
土
の
荘
厳
に
目
が
映
る
の
は
何
と
言
っ
て

も
立
華
（
仏
華
）
で
し
ょ
う
。
特
に
私
に
は
例
年
に
な
く
各
御
前
み
ご
と
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
け
込
み
が
な
さ
れ
感
動
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
御
門
首
御
親
修
別
院
は
京
都
山
科
別
院
・
名
古
屋
別
院
そ
し
て
大

阪
難
波
別
院
の
三
別
院
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
新
門
さ
ん
の
御

直
修
も
あ
り
親
子
で
御
出
仕
さ
れ
、
今
日
は
新
門
様
が
御
出
仕
さ
れ
、
明
日

の
結
願
逮
夜
か
ら
御
門
首
様
が
御
出
仕
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
出
仕
樂

が
奏
で
る
中
、
た
く
さ
ん
の
御
法
中
が
お
内
陣
に
座
ら
れ
最
後
に
新
門
様
が

御
出
仕
。
厳
か
に
無
二
の
勤
行
が
始
ま
っ
た
。
ま
る
で
京
都
御
本
山
に
参
拝

し
て
い
る
よ
う
な
気
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
時
に
本
来
の
別
院
の

報
恩
講
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
　

　
私
達
に
と
っ
て
御
本
山
は
文
字
通
り
儀
式
・
教
学
・
教
化
の
根
本
道
場
で

あ
る
な
ら
ば
、
全
国
各
51
別
院
は
地
域
に
お
け
る
中
心
道
場
を
担
い
、
普
通

寺
院
は
御
門
徒
の
身
近
な
念
仏
道
場
と
し
て
の
使
命
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

宗
祖
親
鸞
聖
人
御
遷
化
７
６
１
年
、
こ
の
天
満
地
区
の
御
坊
と
し
て
４
２
１

年
。
度
重
な
る
焼
失
や
戦
火
に
あ
い
つ
つ
も
、
先
達
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ

御
心
労
の
も
と
法
灯
が
受
け
継
が
れ
て
き
て
今
日
に
至
っ
た
深
さ
と
重
み
を

い
た
だ
く
と
き
、
寺
離
れ
が
進
む
今
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
御
門
徒
一
人
一
人

に
お
寺
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
尚
且
つ
身
近
に
愛
さ
れ
、
新
た
な

念
仏
者
誕
生
を
願
い
続
け
た
い
。
そ
の
こ
と
一
つ
が
中
心
道
場
と
し
て
今
な

お
存
在
し
続
け
る
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
為
に
は
毎
年
と
は
言
わ

ず
と
も
御
門
首
（
住
職
）
を
平
易
に
お
迎
え
し
、
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
報
恩

講
を
厳
修
し
、同
朋
会
運
動
を
推
進
し
た
い
と
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

ROKUJIJO
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今
年
も
別
院
報
恩
講
が
無
事
に
終
わ
り
ま
し

た
。
報
恩
講
は
、
第
三
世
覚
如
上
人
が
御
執
筆
さ

れ
た
『
報
恩
講
私
記
』
と
い
う
親
鸞
聖
人
の
深
い

感
謝
の
意
を
表
さ
れ
た
も
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
天
満
別
院
を
皮
切
り
に
大
阪
の
各
別
院
で
も
報

恩
講
が
勤
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
様
々
な
縁
を
い
た

だ
き
報
恩
講
に
お
参
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
11
月
の
本
山
御
正
忌
報
恩
講
で
親
鸞

聖
人
に
今
年
一
年
の
お
礼
と
感
謝
を
伝
え
る
べ
く

お
参
り
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

I
）

編
集
後
記

　   

今
月
の
伝
道
掲
示
板

法要・行事予定

４

　
　

団
体
参
拝
の
お
知
ら
せ

　
別
院
門
徒
会
と
し
て
、
団
体
参
拝
を
左
記

の
通
り
計
画
致
し
ま
し
た
。
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
　
　
　
　
　
記
　

茨
木
別
院
報
恩
講

日   

程
　
11
月
15
日(

水)

午
前
11
時
出
発

集   

合
　
天
満
別
院
　
本
堂

参
加
費
　
１
人
１
０
０
０
円
　
　

本
山
御
正
忌
報
恩
講

日   

程
　
11
月
28
日(

火)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
７
時
半
出
発

集   

合
　
天
満
別
院
　
本
堂

参
加
費
　
１
人
５
０
０
０
円
　
　

寺町という歴史ある地域に

根ざした老舗葬儀社

（株）天 満 花 重

〒 530-0041
大阪市北区天神橋 3-4-6
電話　(06)-6351-3875
FAX   (06)-6351-6260

　
　
　
　
　
　
　
礼ら
い
は
ん盤
一
式
に
荘
厳
さ
れ
た
三
部
経

　５日　同朋の会
　９日　天満別院合唱団「みのり」　　　（１４時）
１２日　闡如上人御逮夜・常永代経  　 （１４時）
１３日　闡如上人御命日　兼日中　  　　 （８時）　
２７日　宗祖聖人御命日御逮夜　 　  　（１４時）
２８日   宗祖聖人御命日　兼日中 　  　　（８時）
　　　　　法話：輪番　武宮 信勝
３１日　歳末昏時勤行　　　　　　　   （１５時）

おあさじに
3 3 3 3 3

お参りしましょう！！
毎朝７：４５分〜８：３０頃まで
※土、日は職員による感話があります。
一人でも多くのご参拝をと、願い続けて
います。

子
供
が
親
を

　
本
当
の
親
に

　
　
し
て
く
れ
る

　
　
　
　
　
―
東
井
義
雄
―

　
　

１１月 １２月

  

　　
別
院
本
来
の

別
院
本
来
の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
報
恩
講
に
思
う

報
恩
講
に
思
う
　　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
武
宮
　
信
勝

武
宮
　
信
勝

　　４日　逹如上人御祥月御命日　　   　　（８時）　　
１２日　闡如上人御逮夜・常永代経   　（１４時）
１３日　闡如上人御命日　兼日中　   　　（８時）
１５日　茨木別院団体参拝　　　　（１１時出発）
２４日　顕如上人御祥月御命日　　   　　（８時）
　　　　定例法話　　　　　   　（１３時３０分）
　　　　　越本　達了師　　　　　（５組専光寺）
２７日　宗祖聖人御正忌御逮夜　　  　 （１４時）
２８日　本山御正忌団体参拝   （７時３０分出発）
　　　　宗祖聖人御正忌晨朝  　　   　　 （８時）
　　　　宗祖聖人御正忌日中      　　　（１０時）



今年も「ちいちの華」の方々に立今年も「ちいちの華」の方々に立
華していただきました。華していただきました。

ご法話には高山別院輪番 三島 ご法話には高山別院輪番 三島 
多聞 先生にお越しいただき自分多聞 先生にお越しいただき自分
自身の経験談を基に講題「私の自身の経験談を基に講題「私の
いのちの身元保証人は南無阿弥いのちの身元保証人は南無阿弥
陀仏」をお話されました。先生陀仏」をお話されました。先生
は自分の耳に聞こえるようにナは自分の耳に聞こえるようにナ
ンマンダブと声に出してくださンマンダブと声に出してくださ
いと強調されました。いと強調されました。
感情たっぷりのお話に参詣され感情たっぷりのお話に参詣され
た方々も大変喜ばれていました。た方々も大変喜ばれていました。

『御伝鈔』下巻を拝読『御伝鈔』下巻を拝読
着任以来初めて武宮輪番が拝読着任以来初めて武宮輪番が拝読
され、高々と本堂内に声が響きされ、高々と本堂内に声が響き
ました。ました。

大阪教区別院輪番に御拝礼いただき大阪教区別院輪番に御拝礼いただき
ました。ました。

　
新
生
児  

初
参
り
（
初
参
式
）

　　
去
る
10
月
7
日
（
土
）
堀 

な
ぎ
さ

ち
ゃ
ん
の
初
参
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
堀
夫
妻
は
以
前
天
満
別
院
で
挙
式

さ
れ
、
こ
の
度
の
ご
縁
を
い
た
だ
か
れ

ま
し
た
。

　　
初
参
り
と
は
、
古
来
よ
り
勤
め
ら
れ

て
き
た
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
初
め
て

の
お
仏
事
で
す
。
時
期
な
ど
は
決
ま
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
　

　
別
院
で
は
新
生
児
初
参
り
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
お
揃
い
で

お
参
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
仏
前
結
婚
式

　　
去
る
10
月
15
日
（
日
）、
天
満
別
院

に
お
い
て
追
杉 
元
裕
様
、
西
村 

紗
弥

花
様
の
仏
前
結
婚
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　　　
別
院
で
は
仏
前
結
婚
式
を
随
時
受
付

け
て
お
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
子
様
、
も
し
く
は
お
孫

様
で
結
婚
式
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方
に

是
非
お
す
す
め
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
、

下
見
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
寺
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

合唱団「みのり」に参加されているご門徒・崇敬寺院の坊合唱団「みのり」に参加されているご門徒・崇敬寺院の坊
守様ご門徒様１５名の皆さんに音楽法要の仏教讃歌を合唱守様ご門徒様１５名の皆さんに音楽法要の仏教讃歌を合唱
していただきました。していただきました。

参詣されたご門徒に挨拶をし感謝の参詣されたご門徒に挨拶をし感謝の
気持ちを伝える八十島門徒会長。気持ちを伝える八十島門徒会長。

皆様たくさんの御参詣ありがとうご皆様たくさんの御参詣ありがとうご
ざいます。ざいます。

　　　　　　（〜２０２３年報恩講特集〜）（〜２０２３年報恩講特集〜）
　前に生まれん者は後を導き、　前に生まれん者は後を導き、
　　後に生まれん者は前を訪え、（『教行信証』 後序）　　後に生まれん者は前を訪え、（『教行信証』 後序）


